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身
に
付
け
さ
せ
た
い
力 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

【知識及び技能】 

 ○日常生活に必要な国語の知識

や技能を身に付けるととも

に、我が国の言語文化に親し

んだり理解したりすることが

できるようにする。 

【思考力・判断力・表現力】 

 ○順序立てて考える力や感じた

り想像したりする力を養い、

日常生活における人との関わ

りの中で伝え合う力を高め、

自分の思いや考えをもつこと

ができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ○言葉がもつよさを感じるとと

もに、楽しんで読書をし、国

語を大切にして思いや考えを

伝え合おうとする態度を養

う。 

３ 
 

年 
 
 
 

 

【知識及び技能】 

 ○日常生活に必要な国語の知

識や技能を身に付けるとと

もに、我が国の言語文化に親

しんだり理解したりするこ

とができるようにする。 

【思考力・判断力・表現力】 

 ○筋道立てて考える力や豊か

に感じたり想像したりする

力を養い、日常生活における

人との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考

えをまとめることができる

ようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ○言葉がもつよさに気付くと

とともに、幅広く読書をし、

国語を大切にして、思いや考

えを伝え合おうとする態度

を養う。 

５ 
 

年 

【知識及び技能】 

 ○日常生活に必要な国語の知

識や技能を身に付けるとと

もに、我が国の言語文化に親

しんだり理解したりするこ

とができるようにする。 

【思考力・判断力・表現力】 

 ○筋道立てて考える力や豊か

に感じたり想像したりする

力を養い、日常生活における

人との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考

えを広げることができるよ

うにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ○言葉がもつよさを認識する

とともに、進んで読書をし、

国語の大切さを自覚して思

いや考えを伝え合おうとす

る態度を養う。 

２ 

年 

４ 
 

年 

６ 
 

年 

児
童
の
実
態 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○濁音や半濁音、拗音、促音など

の使い方や助詞「は」「を」「へ」

が身に付いていない児童もい

る。 

○ひらがなの学習を終えたが、ひ

らがなが定着していない児童

や、字形の整わない児童がいる。 

○相手に伝わるように、行動した

ことや経験したことに基づい

て、話す事柄の順序を考えるこ

とができない児童がいる。 

○読み聞かせは、真剣に聞いてい

る児童が多い。自分の興味・関

心に沿って本を選択し、意欲的

に読書に取り組んでいる児童が

多いが、手に取った本を最後ま

で読めない児童もいる。 

〇ひらがなが定着していないこと

から、読書への苦手意識がある

児童もいる。 

３ 
 

年 

○語彙が少ないため、思考した

り表現したりする際に、難し

そうにする児童もいる。 

 

○人の目を見て話を聞いたり、

思いや考えをもって話を聞い

たり話したりすることができ

ないことが多い。そのため豊

かに感じとる力、伝え合う力

や自分の思いや考えをまとめ

る力が充分に身に付いていな

い。 

○読書活動に意欲的に取り組む

児童が多い。好きな本を読む

が、多様なジャンルに広げ読

むことはできていない。調べ

学習の際には、図書資料を使

うことはわかっているが、活

用しきれない児童が多い。 

 

５ 
 

年 

○豊かな語彙を用いて、思考に関

わる語彙を話や文章の中で自

由に使いこなすことのできる

児童が少ない。 

○筋道の通った文章となるよう

に、文章の構成や展開を考えた

り、自分の思いや考えが相手

に伝わるよう工夫してまとめ

たりすることのできる児童が

少ない。 

○読書に意欲的に取り組む児童

が多い。図書室が利用できると

きに積極的に通う児童と、それ

以外の児童の差が見られる。 

〇ICT を用いて学習のまとめを

行ったり、学んだことを伝えた

りすることができる。 



 

２
年 

○助詞の「は」、「へ」及び「を」

の使い方、句読点の打ち方、

かぎ（「」）の使い方を理解し、

文章の中で使うことができな

い児童がいる。 

○経験したことや想像したこ

と、自分の思いや考えなど、

伝えたいことを明確にできな

い児童が多い。 

○丁寧な言葉と普通の言葉を相

手や場面に応じて使い分けよ

うとしている児童が多い。 

○図書の時間だけではなく、教

室遊びの休み時間でも、意欲

的に読書をする児童が多い。

読み聞かせでも、真剣に聞い

ている児童が多い。しかし、

どのような本を読んでよいの

か迷っている児童もいる。 

４
年 

○自分の考えとそれを支える理

由や事例との関係を明確にし

て、書き表し方を工夫できる

児童が少ない。 

○話の中心や話す場面を意識し

て、言葉の抑揚や強弱、間の

取り方まで工夫できる児童が

少ない。 

○読書活動に意欲的に取り組む

児童が多い。好きな本を読む

が、多様なジャンルに広げ読

むことはできていない。調べ

学習の際には、図書資料を使

うことはわかっているが、活

用しきれない児童が多い。 

〇物語文・説明文の読解では、

叙述に基づいて考えることは

得意である。一方、文章から

想像したり文脈から推測した

りする力は足りない。 

○文章を書く力に関して、個人差

が大きい。 

６
年 

○豊かな語彙を用いて、思考に

関わる語彙を話や文章の中で

自由に使いこなすことのでき

る児童が少ない。 

○自分の思いや考えが相手に伝

わるよう工夫してまとめた

り、友達との交流の中で自分

の考えを広げたりすることが

できる児童が少ない。 

〇要点をおさえて、話を聞いた

り、話の内容をまとめたりす

ることが苦手な児童が多い。 

○読書にすすんで取り組める児

童が少ない。読む本のジャン

ルが偏っている。 



  

 

 

 

授
業
改
善
の
具
体
的
な
手
立
て 

低学年 中学年 高学年 
<１年> 
○濁音や半濁音、拗音、促音、助詞
「は」「を」「へ」などに気をつけ
ながら視写させる。 

○既習文字や漢字を使って言葉集め
をし、語彙や知識を増やしていく。 

○相手を意識して話す場を設ける。 
○相手に伝わる話し方のモデル 
を示す。 

○朝の会のスピーチ活動は年間を
通じて継続し、話す力、聞く力、
質問の力を伸ばす。 

 
読書活動の充実 

○読書の楽しさを味わえるように、
読み聞かせ、図書の時間の活動の
工夫を継続する。 

○読書活動を推進し、読書への関心
を高めていく。 

○長期休業中には、読書記録カード
を活用するなど年間を通して読書
に取り組むようにする。 

＜３年＞  

○辞書を身近に置き、すぐに調べら

れるようにする。自分用の辞書を

購入させ、付箋を貼ったり、線を

引いたりしながら、言葉に興味を

もたせ、語彙を増やす。多くの語

彙に触れさせる。 

○聞く・話すことを日常的に意識で

きるようにする。友達の発表の後

に意見や感想を伝え合う機会を

多くもつ。人の話に対して自分の

思いや考えをいつももつことを

意識させる。 

○図書館司書の読み聞かせやブッ

クトークを聞いて、読書に対する

関心をさらに高める。おすすめの

本の紹介をしたり情報収集のた

めに読書したりする活動を設定

する。 

＜５年＞ 

○書く時に使える語句や表現を示

し、自分の考えを豊かに表現でき

るようにする。 

○説明的文章では、思考ツールを用い
て、それぞれの段落の内容を考えた
り、自分の考えを一貫して述べたり
することなどに注意できるようにす
る。 

○教材と同じテーマの作品や同じ作者
の作品を読む場を学年図書として廊
下に設置したり、授業の中で設定し
たりする。 

〇物語文では、既習した読解方法の基
本的な考え方を整理してから行うこ
とで、班活動や個別に学習を進めて
いけるようにする。 

<２年> 

 

○助詞、句読点、「 」や段落など

に気を付けながら視写させる場

面を多く取り入れていく。 

 

○少人数で話し合う機会を意図的

に設定し、友達の考えを聞くこと

で、自分の考えを明確にしてい

く。 

○出来事を順序よく書いたり、簡単

な構成を考えて書いたりするこ

とができるように、接続語に着目

させたり、モデルを示したりする

ことで「書く」ことへの負担を減

らしていく。 

○読書の楽しさを味わえるように、

読み聞かせ，図書の時間の活動の

工夫をする。 

〇物語文・説明文の単元において、

並行読書に取り組み、読書の幅を

広げる。そのために、学年図書コ

ーナーに関連図書を置く。 

＜４年＞ 

 

○自分の既有の知識や様々な体験

と結び付けて感想をもったり考

えをまとめられたりできるよう

に、文章を書く機会を増やす。 

○司会や提案の役割について理解

させ、話し合いの規模に応じて役

割を果たす経験をさせる。スピー

チなど適宜話す機会を設け、筋道

を立てた話し方に継続的に取り

組み、話すことへの抵抗感をなく

す。苦手な児童にはメモ等を作成

し、話し合いの回数を増やし、抵

抗をなくす。 

○図書の時間では、じっくりと読書

できる雰囲気をつくり、読書の楽

しさを味わわせる。また、科学読

み物、物語などを授業の中で取り

上げる。司書と連携し、調べ学習

のために必要な本を選び、情報収

集のために読書をする時間を単

元によって設ける。 

○文脈や行間から読解できるよう

に文章の中の伏線や登場人物の

気持ちの読み取りを思考ツール

などを用いて理解させる。 

 

＜６年＞  

 

○書く時に使える語句や表現を示

し、自分の考えを豊かに表現でき

るようにする。また、詩や俳句指

導を年間を通して継続して行い、

語彙を豊かにする。 

○クラス全体やグループなど話し合

う場を工夫したり、意図的に話し

合いの場を多く設定したりするこ

とで、友達の考えと自分の考えを

比較し、共感したり、補足や反論

をしたりできるようにする。 

○自力解決の時間を確保する。 

 

○伝記や意見文、解説文や新聞など、

さまざまなジャンルの本を読む場

を授業の中で設定する。 

 



 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

成
果
と
課
題 

低学年 中学年 高学年 

<１年> 

【知識及び技能】 

○平仮名や片仮名、漢字をノートに

繰り返し練習することで、ほとん

どの児童が平仮名を正しく書ける

ようになった。また、言葉集めを

行い、少しずつではあるが語彙を

増やすこともできた。 

●片仮名・漢字については、未定着

の児童がいる。引き続き復習をす

る。 

●視写をしたり、短作文をしたりす

るなど書く機会を増やしていった

が、助詞の使い方、拗音、促音の

使い方を習得し切れていない児童

もいる。 

 

【思考力・判断力・表現力】 

○文章を書く能力には個人差がある

が、書き方のモデルを示すことで

事柄に沿って「したこと」「見たこ

と」「話したことや聞いたこと」に

視点を当てながら書くことができ

るようになってきている。 

○挿絵や写真を用いたワークシート

を使用したことで学習意欲が高ま

り、より確実な内容理解ができた。

教科書の文を学習した後にクイズ

や図鑑作りの言語活動を設定する

ことで、文章を書く機会も増え、

書く力を伸ばすことができた。 

〇学習のまとめに、タブレットを活

用して作品（ワークシートや図鑑）

を創り上げる活動を取り入れるこ

とで、意欲的に表現しようとする

姿が見られた。 

【学びに向かう力、人間性】 

○図書委員会の企画で本の感想を書

いたり、並行読書用の図書を学校

図書館司書に用意してもらったり

することで、興味をもって取り組

んだ。 

○本読みカードに意欲的に記入し、

本に親しんだ。 

●読み聞かせや図書室の活用に制限

があったこともあり、意欲的に読

書に取り組めた児童と意欲的に取

り組めなかった児童の読書量に差

があった。 

 

＜３年＞ 

【知識及び技能】 

〇初め・中・終わりを意識させるこ

とで３つに分けて読み取る力が身

に付いた。 

〇思考ツールを用いることで、考え

を整理したり、説明したりするこ

とができた。 

○読み取りの視点やポイントを示す

ことで、読み取りをする力、読み

取ったことをまとめる力が身に付

いてきている。 

〇登場人物の発言や行動に着目し、

登場人物の心情をまとめること

で、考えを深めることができた。 

〇修飾語の学習を進めることで、修

飾語の使い方を理解する児童が増

えた。 

●語彙、漢字の定着は個人差が大き

かった。日本語が不自由な児童も

いることから、個別の支援などの

手立ても加えながら継続して練習

させていきたい。 

●段落構成や接続語、指示語の理解

の個人差が大きい。分かってはい

ても、活用できていない。 

 

【思考力・判断力・表現力】 

〇新聞やパンフレット、ポスター

など、多様な方法で学習内容を

まとめられるようになってき

た。 

○タブレットを通して発表したり、

話を聞いたりすることで、学級以

外の人と関わって学習することが

できた。 

●作文で自分の考えや思いを書くこ

とができたが、個人差が大きい。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

〇自分の感想や意見を伝えることが

できる児童は多く、他者の意見を

最後まで聞くことがおおむねでき

た。 

○読書時間を確実に設けることで、

読書に集中して取り組む児童の姿

がおおむね見られた。 

〇リフレクションの時間では、学習

への取り組み方や学習内容から派

生した疑問などを考えることがで

きた。 

 

＜５年＞ 

【知識及び技能】 

○文章を書く時には、語彙を提示した

り、簡単な構成メモを作ったりする

ことで、文章を整理し、まとめて書

く力が身に付いた。 

●語彙、漢字の定着は個人差が大き

い。宿題等でフォローしていく。 

【思考力・判断力・表現力】 

〇登場人物の行動や描写に着目し、登

場人物の心情を読み取り、考えをま

とめることができた。 

○友達の考えを聞いて、新しい考えに

気付いたり、取り入れたりしようと

する姿が見られた。 

●自分の考えを、話したり、書いたり

表現することができるようになっ

てきた児童が多いが、相手の意図を

考えながら反応して聞くことので

きない児童が多い。 

●ICTを用いてまとめを行ったが、作

業のスピードや手順が分からない

児童は難しい様子であった。 

 

【学びに向かう力、人間性】 

〇リフレクションにより、自分のもの

の見方や考え方を深めようとした

り、学習の見通しをもってすすめよ

うとしたりする児童がみられた。 

●すすんで読書をする児童と読書を

しない児童の差が大きい。様々なジ

ャンルの本に触れ合えるように、図

書館司書と連携していく。 

〇班での活動を多くしていくことで、

友達と自己の学習状況を把握し、修

正したり付け加えたりすることが

できた。 



<２年> 

【知識及び技能】 

〇作文やお話作りなどの学習場面で

助詞や句読点について繰り返し確

認しながら指導し、概ね使いこな

せるようになってきている。 

●「」と段落については、まだ、正

しく使いこなせない児童も一定数

いる。今後も日記など日常の書く

場面を活用し、継続的に指導を続

けることが必要である。 

 

【思考力・判断力・表現力】 

〇友達と話し合う場面で、似ている

ところや違うところを比べながら

聞いたり話したりする視点を与え

ることで、自分の考えを明確にす

ることができた。 

〇接続詞や順序を表す言葉に注目さ

せたり、順序ごとに内容を分けて

見本を示したりすることで、書く

ことが苦手な児童も自分で書き進

めることができた。 

〇「はじめ」「中」「終わり」などに

分けたワークシートなどを活用し

て、構成を意識して文章を書くこ

とができた。 

●少人数での話し合いの場面を可能

な範囲で設定した。意見をもち、

話すことができるようになってき

た児童は増えた。しかし、少人数

での話し合いを全体での交流に生

かそうとすると、発言する児童が

限られることがあった。さらに自

信をもって話せるように少人数で

の話し合い場面での良さを生かす

指導をしていく。    

 

【学びに向かう力、人間性】 

〇週１回の図書の時間は確実に確保

し、毎日の読書の時間も落ち着い

て読書に取り組むことができた。 

 教材文に関連する本の並行読書に

も取り組むことができた。 

●読書の記録を積み重ねることで、

達成感を味わわせたが、児童の読

書の幅を広げることが難しかっ

た。図書館司書や図書館と連携し、

本の紹介などを広げられるように

していく。 

＜４年＞ 

【知識及び技能】 

○単元の中で作文に取り組む機会を

設定したことで、文章構成を意識

し、つなぎ言葉を使うなどをして、

自分の考えを書くことができるよ

うになってきた。 

○日頃から、他教科でも書く活動を

取り入れたり、自主学習の宿題を

取り入れたりしているので、書く

ことへの抵抗は少なくなった。 

●自分の考えを深めて書くことがで

きない児童もいるので、その都度、

モデルを示したり、他の児童の文

章を紹介したりしながら書くこと

を広げられるようにする。 

●話し合いが教員中心になってしま

い、深め合っていくことが難しい

ので、話し合いの進め方や話型の

指導をしていく必要がある。 

 

【思考力・判断力・表現力】 

○グループでの話し合いのときに

は、話題に沿って、話し合いをす

ることができた。 

●全体での話し合いの場になると、

発言に対して自信がもてず、消極

的になってしまう児童が見られ

る。話すための内容を十分に理解

したり、自分の考えをもてるよう

に事前に記述したりする。 

 

【学びに向かう力、人間性】 

○漢字や言葉の学習への意欲が高

く、新出漢字の読み書きが定着し

ている。 

○教材文の叙述をもとに、物語文で

は登場人物の気持ち、説明文では

文章構成や筆者の考えなどを読み

取ることができた。思考ツールを

使い、全体で話し合うことで更に

考えを広げたり深めたりすること

ができた。 

○リフレクションにより、学習した

ことの成果や課題を明確にするこ

とができた。学習の見通しをもっ

て進めようとする児童が見られ

た。 

●図書利用に制限があったこともあ

り、児童の読書の幅を広げること

が難しかった。図書館司書や図書

館と連携し、図書を活用できるよ

うにしていく。 

●自分の考えを発表したり、深め合

うために他児童と交流したりする

ことが難しい。話し合いを焦点化

し、どんな考えをもった方が良い

かイメージさせてから、取り組ま

せていく。 

 

〈６年〉 

【知識及び技能】 

○調べ学習だけでなく、文章を書く際

には、児童が自分から辞書を身近に

置き、意味や漢字を調べるようにな

った。 

 

【思考力・判断力・表現力】 

○物語文では教材文の叙述をもとに、

登場人物の心情の変化を考えなが

ら読み進めることができた。 

○グループや全体での交流を意図的

に取り入れ、自分の読みを広げた

り、深めたりできるようになってき

た。 

●思考ツールを使うことで、自分の思

いや考えをより伝わるように書き

表すことができる児童が増えた反

面、個人差が大きい。個別での支援

や継続的な指導が必要である。 

 

【学びに向かう力、人間性】 

〇リフレクションにより、自己の学習

をより確かなものにしたり、学習を

自己調整したりすることが少しず

つできるようになってきた。 

 

●読書の習慣があまりなく、読んでい

る本の内容に偏りが見られるので、

様々なジャンルの本に挑戦できる

ように支援していく。 

 



 


